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1 自己紹介2

発表内容

１．乳幼児期の発達と運動の観点

２．発達障害のある子どもの動きの困難さ

３．発達障害のある子にどうして運動が必要か？

４．発達障害のある子の行動の理解

５．まとめ
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１．乳幼児期の発達と運動の観点

１）乳幼児期の体の発育・発達と特徴

２）乳幼児期の運動の発達について

３）発達障害のある子どもの発達と運動
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スキャモンの発育曲線

Scammon，1930

一般型 一般型は身⾧・体重や肝臓、腎臓などの胸腹部臓器の

発育を示す。特徴は乳幼児期まで急速に発達し、その後は次第に穏
やかになり、二次性徴が出現し始める思春期に再び急激に発達し、
思春期以降に再び発育のスパートがみられ大人のレベルに達する。

神経系型 器用さやリズム感を担う神経系の発達は脳の重量や

頭囲で計る。出生直後から急激に発達し、４～５歳までには成人の
80％程度（６歳で90％）にも達する。

リンパ系型 リンパ系型は免疫力を向上させ扁桃、リンパ節

などのリンパ組織の発達を示す。 生後から12～13 歳までにかけ
て急激に成⾧し、大人のレベルを超えるが、思春期過ぎから大人の
レベルに戻る。

生殖器系型 生殖器系型は男児の陰茎・睾丸、女児の卵巣・

子宮などの発育を示す。 小学校前半までは、わずかに成⾧するだ
けだが、14 歳あたりから急激に発達する。 生殖器系の発達で男
子ホルモンや女性ホルモンなどの性ホルモンの分泌も多くなる。

１）乳幼児期の体の発育・発達と特徴
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宮下（1980）一部改変

体力・運動能力要素はいつ発達するか
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2）乳幼児期の運動の発達について

➀反射と運動の発達

➁粗大運動と微細運動
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新生児は、外界からの刺激に対し反射的な反応を
する。月齢が進むにしたがって 運動は
徐々に見られなくなる。学習して動作を身につける

運動ができるようになる。随意的な

反射的な

➀反射と運動の発達8
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反射的な運動
外界から加わった刺激に反応して無意識に実行される
身体運動（からだの動き）のこと

随意的な運動
自分の意識（意思）によって実行される
身体運動（からだの動き）のこと
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「行動体力」
身体運動の基礎

「防衛維持体力」 物理化学的・生物学的・生理的・精神的

ストレスに対する抵抗力

・サイバネティック的（運動制御能力）体力

随意的要素・・・動作のコントロ－ル（技術、上手、丁寧）

不随意的要素・・・反射（屈曲反射・伸張反射・姿勢反射）
自動運動､情動運動、病的動作

・エネルギー的（身体資源）体力

体格、姿勢、スピード、持久力、柔軟性など体力

体力：人間の身体の発揮し得る能力の総称

体力と運動（体力の構成要素から）
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➁粗大運動と微細運動

粗大運動
手足を動かしたり、寝返りをしたりなど、腕や脚、

体幹の大まかな動き、全身的な動きのこと

微細運動
物をつかんだり、指先でつまんだりなど、

手や指先を使った細かな動きや作業のこと

11
手指の操作の発達と生活習慣の動き

衣服の着衣脱（靴・靴下・脱ぐ）

食事の動き 箸の持ち方 手洗い

力の加減 排泄の自立

食事のマナー・うがい・衛生管理
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３）発達障害のある子どもの発達と運動

➀不随意的要素のある動きとどう向き合うか

➁脳（神経系）が発達する時期 早期療育を・・

③運動の観点は、

粗大運動 微細運動 協応動作から

④発達性協調運動障害（DCD）

13
２．発達障害のある子どもの動きの困難さ

１）運動面の困難さ
発達性協調運動障害（DCD）

２）行動面での困難さ

３）その他
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障がいのある子どもたちの動き

★障がいのある子どもたちの身のこなし

★動きの「程度」の理解の難しさ

★常同行動

「ゆっくリ－はやく」「弱く－強く」「丁寧に？」等

「ぎこちない」「騒がしい」「体幹が弱い」「不器用」

日常生活において自分の身体を上手にコントロールできず苦労している
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１）運動面での困難さ

粗大運動 動きの不器用さ
・ハイハイが上手くできない ・運動するときに力が入らず弱々しい感じがする
・姿勢が崩れやすい ・ 座っていても体がそわそわする
・立って靴下を履くときにふらつく ・片足で5秒以上立っていられない
・平均台をうまく渡れない ・ラジオ体操のときの動きがぎこちない、ふらつく
・転んだときに手が出ない（顔から転ぶ）
・縄跳びが苦手 ・⾧縄跳びでタイミングよく入れない ・自転車に乗れない
・ボールが狙ったところにいかない ・キャッチボールが出来ない
・ドッジボールで当たりやすく、当てることが苦手

微細運動 手先の不器用さ
・ボタンをはめられない ・箸を上手く使えない ・靴ひもが結べない
・字が上手く書けない ・筆圧が弱い ・文字がマス目からはみ出してしまう
・雑巾がしっかり絞れない ・ハサミの使用や折り紙が苦手 ・食べ方が汚い

発達性協調運動障害（DCD）との関連

16
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２）行動面での困難さ

①「開始困難」
・始めるよと言う前に勝手にやり始めている
・始めようといってもなかなか始められない

②「継続困難」

・体力や集中力がなく継続できない

③「停止困難」

・止めるよと言っても止まらない

・勝手に止める

場面の切替で
起こる
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３）その他

①不随意な運動
自分の意志とは無関係に開始される身体運動

➁常同行動

➁こだわり

③自傷、他害、破壊、パニック、飛び出し

④対人トラブル、触法行為、犯罪など
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３）発達性協調運動障害（DCD）３．発達障害のある子の運動の必要性

➀日常生活の「動き」はすべて運動から
➁動きの獲得「できた」は達成感がわかりやすい
➁体を通して全力を知ることができる
③コミュニケーションがとりやすい
④体力がつくことで集中力に繋がる
⑤将来の労働に繋がる

色々な療育も「身体活動」が基本
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３）発達性協調運動障害（DCD）４．発達障害のある子の行動の理解

１）「こころ」と「行動」の関係

２）コントロールされた行動とは？

３）運動教室から見えてきたもの

４）運動指導のポイント

20
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・普通でありたい欲求と、自己コントロールされた行動

・自分の欲求やイライラや失敗などの感情のコントロールが

できずパニックや問題行動になる

・パニックを減らす支援を

１）「こころ」と「行動」の関係

パニックを起こさせてしまう場面！？
言葉かけのタイミングが悪い、声のトーン、援助の間が悪い
①思考のスタート（何かをしようと思考）
②行動のスタート（スタート位置についた段階）
③行動し始めている（スタートをした段階＝行動）

21 ２）コントロールされた行動とは？

①「目的のある、目的にあった行動」
・コントロール：制御すること・統制すること・管理できる

・意図もなく好き勝手に不随意的に体を動かすことでない

・失敗や不安に対する過剰な反応をしない

パニックとの関係（思い込み・要求・欲求・イラつき）
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２）コントロールされた行動とは？

②「援助を受け入れる行動」
〈第１段階〉援助者が触って動ける

〈第２段階〉そばに援助者がいるだけで動ける

〈第３段階〉外からの指示や周囲を真似て動ける

〈第４段階〉正しい判断で動ける

＊信頼関係が前提であるが、援助者の心の強さを見抜くセンスが極めて高い

23 ３）運動教室から見えてきたもの24
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４）運動指導のポイント

①「動」と「静」を教える
②わかる日本語で話す
③指示通り動けるように
④たくさん援助する―フェードアウト
⑤様々な動きを経験できるようにする
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①「動」と「静」を教える
・まずはすべての動きを止めるところから始まる

静止（止める）も運動 動きの作り直し

・身体をゆるめる（力ぬき・動作法）

・静止運動 ― 移動運動 ― 姿勢保持運動

・粗大運動の総復習 仰向けから歩く 新生児の動きの復習

②わかる日本語で話す
・指示はわかりやすく明確に○

・曖昧ではっきりしない指示は× 「危ない？」「止まる」

・動きを分解して伝える 細かい動作に課題がある事も

・彼らとの「やり取り」 一方通行にならないように

28
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仰向け ⇒寝返り ⇒うつ伏せ ⇒頭を上げて反る

⇒ひじ・腕支持 ⇒ずりばい ⇒四つばい ⇒高這い

⇒つかまり立ち ⇒立ち座り ⇒立位 ⇒つかまり歩き

⇒歩行 ⇒早歩き ⇒跳ぶ（ジャンプ） ⇒走る

子どもの体の発達を体験してみよう
新生児の姿勢（仰向け寝）から立つ－

歩く－走るまでの動きを考えてみよう。
この動きに遊びに繋が
るヒントがある
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例）「食べる」という動作の分解

①
②
③
④
⑤ 飲み込む（嚥下）

噛む（咀嚼）
口に運ぶ（入れる）
つかむ・すくう
箸やスプーンを持つ

動作を分けて考える

「動き」がひとつでも困難
になると、ぎこちない動作
になってしまう
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③指示通り動けるように
・やるべき時にやるべき事をきちんとする○
・やらなくていい時に、やらなくていい事を適当にする×
・勝手な動きは×

④たくさん援助する ― フェードアウト
・できるようになるまではどんどん触って援助し応援する

・できるようになったら援助を減らし自力でさせる

⑤様々な動きを経験できるようにする
・基本的な動きや動きの質や発達を知っておく
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多様な動きを経験した結果として、
様々な動きを獲得し身につける32
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多様な動きを経験した結果として、
様々な動きを獲得し身につける33

多様な動きを経験した結果として、
様々な動きを獲得し身につける34

「走動作」の動作発達段階の特徴

文部科学省（2011）
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「跳動作」の動作発達段階の特徴

文部科学省（2011）
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「投動作」の動作発達段階の特徴

文部科学省（2011）

37 運動教室の写真38

５．まとめ

１．子どもによって課題は様々
問題や課題解決の方法も様々 アイデアと工夫を

２．療育は０から１をつくる仕事
その人の言うことならば聞ける！？
信頼のおける人がいる大切さ

３．療育は何のための活動
その療育の先に何があるの？
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ご清聴ありがとうございました
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